
 

 

 

 

橋本のリニアトンネル工事は 
どんな危険をもたらすか❔！ 

～東京外環道・調布陥没事故の教訓から学ぶ～ 

 

 

外環ネットの早川芳夫さんをお迎えし、調布の陥没事故の実態を学び、橋本周辺の 

リニアの浅いシールドトンネル（13m～35m）の危険性を回避するにはどうするべきか、 

ご一緒に考えませんか。（調布・陥没事故、最初の陥没は地下トンネル 47m 地点で発生） 
 

５月１６日（日） 午後２時～４時３０分 
       橋本駅北口 ソレイユさがみ セミナールーム１  

      

 

お話し 早川芳夫 氏         

資料代：300 円 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

会場：コロナ対応のため定員 90 名（通常の半数） 

◆マスク着用と入場時の検温にご協力をお願いします 

 

 

早川芳夫氏 略歴 

東京都立大学理学部地理学科卒業 

自然地理学専攻 

神奈川県立高校で 41 年間教鞭を執る 

（社会科） 

 

※アゴラ 2021 春号に、 

「東京外環道トンネル工事で陥没・空洞事故 

リニア工事も危ない」 を執筆 
 

 ◆＜橋本のリニアトンネルの上流側で

は地盤の膨らみ、下流側では圧密沈下

による地盤沈下が懸念される＞ 

 
土砂を運ぶトラックがふえている駅工事ヤード 4/28 

JR 横浜線、京王線橋本駅北口スーパーイオン６階 

学習会 

主催：リニア新幹線を考える相模原連絡会 

発行者：代表 浅賀きみ江 相模原市緑区東橋本 2－6－2 携帯 090-4378－9257 

学習会の問い合わせ： ・桜井真理 090-8042－8157  ・河村妙子 042－745-7764 


